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二
月
に
仲
間
と
熱
海
に
行
っ
た
。
温
泉
・
梅
園
が
目
的
で
は
な
い
。
二
年
半
前
に
熱
海
の
伊
豆
山

で
大
規
模
な
土
石
流
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
二
十
八
名
が
亡
く
な
り
、
家
屋
が
流
さ
れ
る
大
き
な

被
害
が
出
た
。
熱
海
市
被
災
者
支
援
室
を
訪
ね
、
復
興
状
況
等
の
お
話
を
伺
っ
た
。
生
活
再
建
へ
の

各
種
の
助
成
に
よ
り
１
３
２
世
帯
の
う
ち
８
４
世
帯
が
既
に
家
の
新
築
を
済
ま
せ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

 

こ
う
し
た
被
災
地
訪
問
は
別
表
の
通
り
、
２
０
１
１
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
、
南

三
陸
町
を
訪
問
し
、
語
り
部
バ
ス
に
よ
る
現
地
訪
問
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
東
日
本
大

震
災
関
係
で
は
、
原
発
被
害
で
全
域
が
避
難
指
示
と
な
っ
た
浪
江
町
を
訪
ね
、
厳
し
い
復
興
へ
の
取

り
組
み
を
実
感
し
て
き
た
。
三
陸
に
比
べ
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
千
葉
県
北
部
の
旭
市
に
も
行
っ
た
。

こ
こ
に
も
大
き
な
津
波
が
襲
い
、
死
者
・
行
方
不
明
者
が
十
六
名
の
被
害
と
な
っ
た
。 

東
日
本
大
震
災
の
翌
日
に
発
生
し
た
長
野
県
北
部
地
震
の
被
害
地
と
な
っ
た
栄
村
を
訪
ね
た
。
二

メ
ー
ト
ル
以
上
の
雪
に
覆
わ
れ
た
小
さ
な
村
（
人
口
２
３
３
０
人
）
を
震
度
六
強
の
地
震
が
襲
っ
た
。

住
民
の
八
割
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
た
が
、
二
年
後
に
は
住
宅
・
道
路
の
九
割
が
復
旧
し
た
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
い
。
震
災
復
興
祈
念
館
『
絆
』
や
「
福
幸
そ

ば
」
を
商
品
化
す
る
元
気
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。
能
登
も
そ
う

あ
っ
て
欲
し
い
。 

台
風
被
害
で
は
、
伊
豆
大
島
が
豪
雨
に
よ
り
三
原
山
の
火

山
灰
の
泥
流
が
発
生
し
、
死
者
三
十
九
名
の
被
害
。
観
光
地

で
あ
る
だ
け
に
復
興
に
は
『
椿
ま
つ
り
』
、
ジ
オ
パ
ー
ク
に

訪
れ
る
こ
と
が
一
番
の
お
見
舞
い
に
な
る
と
感
じ
た
。 

地
震
と
共
に
火
山
爆
発
に
よ
る
被
害
も
度
々
起
こ
っ
て
い

る
。
訪
ね
た
の
は
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
り
、
頂
上
付
近
に
い

た
六
十
三
名
の
登
山
客
が
犠
牲
に
な
っ
た
麓
の
王
滝
村
。
人

口
８
４
２
人
の
村
役
場
の
お
話
で
は
、
登
山
者
と
「
お
ん
た

け
ス
キ
ー
場
」
へ
の
お
客
の
減
少
が
悩
み
だ
と
い
う
。 

そ
し
て
本
白
根
山
の
突
然
の
噴
火
に
よ
り
、
「
草
津
国
際

ス
キ
ー
場
」
に
い
た
人
が
噴
石
で
一
名
が
死
亡
し
た
草
津
町

を
訪
ね
た
。
大
観
光
地
で
あ
り
風
評
被
害
を
心
配
し
て
い
た
。 

被
災
地
訪
問
旅
行
で
行
く
所
が
な
い
と
い
う
状
況
が
我
ら
の
願
い
だ
。 
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